
1078

編 集 後 記

日本に於け る泌尿器科の振興策 としてはいろい ろの事があ る.例 えば 大学 に於け る講座 の独

立 大病院に於ける診療科の独立があ る.従 来の よ うに皮膚科 と共 通であ るとか 外科に従属す

るような形であつてはな らぬ.独 立 して こそ斯学 は発展す るのであ る.古 い考えや勝手な考えの

持主 も まだ残つてはい るが 一般の勢は独立に向つてい るのは喜ば しい事であ る・そ の他に極

めて重要な事は 専門医制度であ る.こ こにはそれ に就て少 しく述べてみ よう.

専門医制度に就ては 数年 前に 主に厚 生省方面か ら唱え られたが その後 立ち消えになつ

てい るよ うであ る.そ の理由は よ く判 らぬが 各科に よつて事情 が異な る事 大学 院及び学 位

制度 との関係が どうな るか と云 う事 基礎 医学を志望す る者が減少す る惧 れがあ る事 専 門医と

非専門医 との健康保険に於け る報酬を如何にす るか と云 う事 等 が考え られ る・ ここには泌尿器

科か ら見た所に就て記 してみよ う.

昔は淋疾患者が多かつたので これを診療す る医老は泌尿器科 の看板 を掛けた・現今 は淋疾は

著 しく減少 しているが 習慣上 泌尿器科の看板を掛けてい る者は極めて多い.ま た医者であれ

ば誰でも その看板を掛け る事 が出来 る.現 在の泌尿器科は昔のそれ と著 し く異な り 高 度の専

門的設備 知識 技傭を必要 とす る。所が実際には膀胱鏡 もレソ トゲ ンもないのに 泌尿器科の

看板を掛けてい る.い かに習慣 とは云え あきれた事であ る.こ れ では全 く泌 尿器科 は馬鹿に さ

れてい るよ うな もので 斯学 の発達を阻害す ること甚大であ る.こ の事を考えただけでも 泌尿

器科を名乗 る事 を軽 く考えてはな らず それを名乗 る以上 は本当 の専門医 であ らねばな らぬ.本

当の泌尿器科専門医はいかな るものか 大学院及 び学位制度 との関係をいかにすべ きか と云 う事

を 泌尿器科学会に於て充分 に検討すべきである.然 しこの問題 に就 ては 厚生 省 文部省 大

学 学 会の間に意見の相異があ ると考え られ るので それ を考慮せ ねぽな らぬ.尚 これは全科

が一様に行わねばな らぬ事 もなかろ う.泌 尿器科だけで話を進めて行つて もよかろ う.麻 酔科は

既に麻酔医の制度を作つてい る.こ れを参考にす るのもよい.皮 科 と泌科の両方の専 門医を兼ね

る事は不賛成であるが これ に就 ては改めて考 えよ う(昭 和36年12月)
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